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研究実績 

の概要 

 サプライチェーンは製品の製造を効率的に行う方式として現代の製造業では広く採用

されており，IoTをはじめとする情報技術の進展やグローバル化の進展に伴ってサプライ

チェーン全体が大規模で複雑になってきている．この仕組みは安定的に需要があり，安定

的に生産が行われている際には極めて効率的である一方，震災や火災，感染症などの災害

に対して脆弱であることが東日本大震災やコロナ禍などの経験から明らかになってきた．

また，平時であっても需要の不規則な変動がサプライチェーンの上流にいくに従って増幅

され，サプライチェーンの上流にあたる中小企業ほど負担がかかるという課題もある． 

 

これらの課題は事前に予測することは問題の性質上困難であることから，問題が発生した

際に迅速かつ柔軟な対応を取ることが求められる．ここで，サプライチェーンでは多数の

ステークスホルダが存在すること，およびサプライチェーン全体をコントロール可能な上

位の組織が基本的には存在しないことが特徴であり問題解決を困難としている． 

 このような課題に対して，研究代表者がこれまでにおこなってきた取り組みにより，変

動要因がサプライチェーンに及ぼす影響を分析するシミュレータを構築し，分析を行って

外乱に対する挙動について一部を明らかにしてきた．本研究課題では，外乱に対する挙動

のさらなる分析を進めるとともに，外乱に対応する方法の提案およびそれを評価すること

ができる方法を構築することを目的とした．以下に成果を記す． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 

１． 2021 年度の研究で構築した単鎖型サプライチェーンシミュレータをブラッシュアッ

プするとともに，構築したシミュレータが単鎖型の多段階サプライチェーン全てを

考慮することが可能であることを示した． 

２． これまで構築してきたシミュレータで外乱による影響に対する対応結果を評価する

ために，コストおよび収益を用いることとし，これらをサプライチェーンモデルに組

込み拡張したシミュレータを構築した． 

３． 内示生産方式において外乱による変動に対応する方法として残業による生産能力の

変更での対応と前倒し生産による在庫政策の変更による対応の 2 種類について検討

し，対応策をモデル化してシミュレータに組み込んだ． 

４． 以上の拡張を行った単鎖型サプライチェーンシミュレータを用いて数値実験を行

い，対応策のうち，前倒し生産は対応できる範囲は大きくないが範囲内であれば非常

に効果的な方策であること，残業は納期遅れペナルティコストと残業によるコスト

増加との兼ね合いになるが各企業単位での調整には比較的効果的であること，上流

企業の負担の緩和によるサプライチェーン改善には前倒し生産が有効であることな

どの知見を得た． 

５． より実際のサプライチェーンに近い状況を模擬するため，単鎖型サプライチェーン

モデルをベースに，木構造の内示生産方式サプライチェーンをモデル化し，シミュレ

ータを試作した． 

６． サプライチェーンに対する外乱のうち，災害等による影響については，物流路の被災

による影響について検討を行った． 
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